
経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

２００９年 ２月

ホームセンター業界における流通システム標準化 委員会

共同実証ＷＧ

平成２０年度 流通システム標準化事業
ホームセンター業界における流通システム標準化

本年度検討内容について



1Copyright©平成２０年ホームセンター業界流通システム標準化. All rights reserved

経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業ー目 次ー

第１章．ホームセンター業界における標準化検討
１－１．標準化検討の概要と進め方
１－２．標準化検討の体制
１－３．標準化検討のスケジュール

第２章．メッセージ検討実施報告
２－１．メッセージ検討の目的と範囲
２－２．業務プロセスに関する検討内容
２－３．コードリストに関する検討内容
２－４．コードリスト検討結果
２－５．次年度以降への引継ぎ課題

第３章．共同実証評価結果
３－１．共同実証テーマ
３－２．共同実証体制
３－３．共同実証の総括
３－４．共同実証の評価結果

第４章．ホームセンター業界標準化検討の総括
４－１．サマリ
４－２．業務プロセスの適合
４－３．メッセージ・コードリストの適合
４－４．流通ＢＭＳツール類の妥当性



2Copyright©平成２０年ホームセンター業界流通システム標準化. All rights reserved

経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

１．ホームセンター業界における標準化検討
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業１．ホームセンター業界における流通システム標準化検討

１－１．標準化検討の概要と進め方

・流通ＢＭＳが、ホームセンター業界においても適用できることを検証する。必要に応じて、新規メッセージの追加や
メッセージ項目の追加等の検討を行う。＝＞「メッセージ検討」
・また、共同実証を実施することで、どのようにすれば流通ＢＭＳを適用できるのか検証し、適用するための条件など
を整理し、今後、当業界での普及拡大のための課題を明確にする。＝＞「共同実証」

活動目的

プロジェクトの位置づけ

標準化推進委員会

業界団体代表者による
標準推進

標準化のあり方検討部会

業界有識者によるあり方検討

ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会

業界有識者によるあり方検討

広報普及活動標準化活動の全体調整（PMO）

業界横断的な標準化検討

GMS/SM
業界の標準化

アパレル業界
の標準化

生鮮業界の
標準化

商品マスタ
項目説明

共同実証

流通ｼｽﾃﾑ標準化事業全体の調整 説明会開催/Web運営

スーパー業界における
　　　　　　　流通システム標準化

ＧＳ１データバー部会
（ガイドライン作成）

物流ラベルの標準化検討／中小

ＥＤＩ
標準化＆
共同実証

ドラッグ業界
における
流通システム
標準化

共通／個別タスク

百貨店業界
の標準化
共同実証

百貨店業界
における
流通システム
標準化

物流ラベルの
標準化検討

委員会

ホームセンター業界
における
流通システム標準化

技術仕様検討部会

業界/ｼｽﾃﾑﾍﾞﾝﾀﾞｰ有識者
によるあり方検討

共同実証

標準化推進委員会

業界団体代表者による
標準推進

標準化のあり方検討部会

業界有識者によるあり方検討

ﾒｯｾｰｼﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽ部会

業界有識者によるあり方検討

広報普及活動標準化活動の全体調整（PMO）

業界横断的な標準化検討

GMS/SM
業界の標準化

アパレル業界
の標準化

生鮮業界の
標準化

商品マスタ
項目説明

共同実証

流通ｼｽﾃﾑ標準化事業全体の調整 説明会開催/Web運営

スーパー業界における
　　　　　　　流通システム標準化

ＧＳ１データバー部会
（ガイドライン作成）

物流ラベルの標準化検討／中小

ＥＤＩ
標準化＆
共同実証

ドラッグ業界
における
流通システム
標準化

共通／個別タスク

百貨店業界
の標準化
共同実証

百貨店業界
における
流通システム
標準化

物流ラベルの
標準化検討

委員会

ホームセンター業界
における
流通システム標準化

技術仕様検討部会

業界/ｼｽﾃﾑﾍﾞﾝﾀﾞｰ有識者
によるあり方検討

共同実証

本プロジェクトは、平成２０
年度流通システム標準化
事業（業界横断的な流通シ
ステムの標準化）と連携を
取りながら、ホームセンタ業
界内における標準化検討の
推進を図る位置づけ。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

進め方

●メッセージ検討と共同実証を分離し、並行で相互に課題・対応案を検証

メッセージ検討メッセージ検討 共同実証共同実証

●チェンジリクエスト項目を含め、業務
プロセスの再整理を実施

●ホームセンター業界の業務プロセス
と流通ＢＭＳとの適合検討を実施

●適合検討結果をもとに、再度チェン
ジリクエスト項目の対応方針を決定

●共同実証は、チェンジリクエスト未
反映のVer1.2で実施

●評価作業を通じ、Ver1.2がどの範
囲で適用できるか検証

●評価結果をメッセージ検討へ反映
し、チェンジリクエスト項目対応検討の
インプットとする

１．ホームセンター業界における流通システム標準化検討

１－１．標準化検討の概要と進め方
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

１－２．標準化検討の体制

プロジェクト参加企業

小売小売

・株式会社コメリ・株式会社コメリ

・株式会社ビット・エイ・株式会社ビット・エイ

・株式会社システック・株式会社システック

・トステムビバ株式会社・トステムビバ株式会社

・株式会社ホームセンターアグロ・株式会社ホームセンターアグロ

卸卸／ＳＩベンダー／ＳＩベンダー

・朝日電器株式会社・朝日電器株式会社

・花王カスタマーマーケティング株式会社・花王カスタマーマーケティング株式会社

・セコムトラストシステムズ株式会社・セコムトラストシステムズ株式会社

・株式会社パルタックＫＳ・株式会社パルタックＫＳ

・和気産業株式会社・和気産業株式会社

・Ｂ２Ｂサービス株式会社・Ｂ２Ｂサービス株式会社

①ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ業界流通ｼｽﾃﾑ標準化委員会

②ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ業界②ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ業界
流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ標準検討流通ﾋﾞｼﾞﾈｽﾒｯｾｰｼﾞ標準検討
共同実証ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ（ＷＧ）共同実証ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ（ＷＧ）

検討体制

・業界内の合意体制としては

②で検討、意見集約を行い①で承認。

・業界横断的に検討が必要な内容は、

②で検討、意見集約を行い①で承認の

上で、メッセージメンテナンス部会、

技術仕様部会へ提案。

１．ホームセンター業界における流通システム標準化検討
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

１－３．標準化検討のスケジュール

実
装
企
業

共
同
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委員会

共
同
実
証

１月１０月

メ
ッ
セ
ー
ジ
検
討

１２月 ２月１１月

▲第１回 10/15
≪進め方の承認≫

▲第５回 2/9＆2/16
≪最終報告≫

相対間調整作業

マッピング作業

環境構築

相互接続実行計画書

評価項目、評価シート作成

評価報告書作成

スキーマの配布

業務運用

評価作業

2.1実行計画書の作成

▲第2回 12/8
≪中間報告≫

2.5 ガイドライン検討及び作成

2.2 業務ﾌﾟﾛｾｽ適合性の確認／検討

2.3 メッセージ項目適合性の確認／検討

2.4 コードリスト適合性の確認／検討

2.6 課題対応／要件整理

3. 業界横断・他業界との連携

CR項目再検討

4.メッセージ検討の報告書作成

評価集計／分析

10/15 11/14 12/8 1/21 2/9

▲12/10
MM部会

▲1/29
MM部会

1/13

▲第３回 1/21
≪CR承認≫

１．ホームセンター業界における流通システム標準化検討

2/16

▲10/10
MM部会
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

２．メッセージ検討実施報告
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

メッセージ検討の目的

流通ＢＭＳで定義されている業務プロセス及びコードリストを、ホームセンター業界で
適用できるかどうか確認し、システムや運用の変更による対応が可能か検討する。

メッセージ検討において、ガイドラインとして記載すべき事項の有無を検討する。

必要であればチェンジリクエストを作成し、メッセージ内容の修正を求める。

２．メッセージ検討実施報告

２－１．メッセージ検討の目的と範囲

メッセージ検討方針

ホームセンター業界における検討方針

個社においては、「現行業務は担保」 し 「システムを標準に合わせる」
業界として「全体ＳＣＭの効率改善を目指す。」
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

メッセージ検討の範囲

カテゴリー

メッセージ種

受発注

日用品 （加工）食品 アパレル 生鮮医薬品 書籍DIY

受発注
ｵﾌﾟｼｮﾝ

訂正

請求
支払

預かり
在庫

物流ﾗﾍﾞﾙ
値札

情報系

商品ﾏｽﾀ

消化取引

プロセス

発注発注

出荷伝票出荷伝票

出荷梱包（紐有）出荷梱包（紐有）

出荷梱包（紐無）出荷梱包（紐無）

受領受領

返品返品

返品受領返品受領

出荷荷姿出荷荷姿

生鮮発注生鮮発注

生鮮出荷生鮮出荷

生鮮受領生鮮受領

集計表作成ﾃﾞｰﾀ集計表作成ﾃﾞｰﾀ

集計表発注集計表発注

集計表出荷集計表出荷

集計表受領集計表受領

発注訂正発注訂正 受領訂正受領訂正

請求請求 支払支払

在庫補充勧告在庫補充勧告 入庫確定入庫確定

入庫予定入庫予定 在庫報告在庫報告

※受発注Msgで対応※受発注Msgで対応 値札値札

POS情報POS情報

納品提案納品提案

商品提案商品提案

商品ﾏｽﾀ商品ﾏｽﾀ 商品ﾏｽﾀ商品ﾏｽﾀ

※検討中※検討中

本年度ホームセンター業界における検討範囲は、

◆現在の流通BMSを踏襲し、

　　発注・出荷・受領・返品・請求・支払の

　　６業務に絞り検討を進める。

◆それ以外のプロセスは次年度以降に検討を行う。

本年度ホームセンター業界における検討範囲は、

◆現在の流通BMSを踏襲し、

　　発注・出荷・受領・返品・請求・支払の

　　６業務に絞り検討を進める。

◆それ以外のプロセスは次年度以降に検討を行う。

発注予定発注予定
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

２－２．業務プロセスに関する検討内容

業務プロセス検討の目的

・検討方針・本年度の検討範囲のもと、流通ＢＭＳで定義されている業務プロセスの適合検討および
適合する為の運用条件等の洗い出し作業を実施。
・洗い出し作業の結果を受け、ホームセンター業界標準業務プロセスの合意へつなげる。

業務プロセス検討の進め方

１．流通１．流通BMSBMSの前提の前提

２．ホームセンター業界２．ホームセンター業界
標準業務プロセス（案）の検討標準業務プロセス（案）の検討

事務局：
標準業務プロセス（案）

の作成

３．標準業務プロセスの合意３．標準業務プロセスの合意

※※適用できない場合適用できない場合

・適用できない理由を明確にする。
・対応方法を検討する。流通BMSに
含める、または非適用とするか。

各社様：
流通BMSの適用検討

・「物流」と「債権債務」を明確にする。

・先ずは、標準受発注プロセス、標準
請求支払プロセスを検討
・標準業務プロセス（案）をもとに、
差異の意見を頂く。

・業界標準業務プロセスの検討、及び確定。
・業務プロセス適用の運用ルール有無の確認

・ＷＧで整理をした内容を持ち帰り、
自社プロセスと照らし合わせて
適用検討を実施。
・意見、検討ポイント等を抽出し、
事前収集、および事前展開を行う。

各委員企業様
実施内容

WGWG（（メッセージ検討）メッセージ検討）
実施内容実施内容
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

確定した業務プロセスのまとめ

次年度以降検討

次年度以降検討

プロセス確定

次年度以降検討

次年度以降検討

プロセス確定

プロセス確定

プロセス確定

検討結果

○

・同上

・現状は、ﾎｰﾑｾﾝﾀ業界の業務ﾌﾟﾛｾｽとして

存在しない

・特に問題なし

・季節商材等で預り在庫ﾌﾟﾛｾｽ有り

・季節商材等で預り在庫ﾌﾟﾛｾｽ有り

・支払方法（ﾌｧｸﾀﾘﾝｸﾞ）に関するプロセス派生

・発注区分（ECｻｲﾄ発注）のﾌﾟﾛｾｽ派生

・出荷ﾃﾞｰﾀからの人員計画業務ﾌﾛｰの確認

・訂正区分に関するﾌﾟﾛｾｽ派生

・支払方法（ﾌｧｸﾀﾘﾝｸﾞ）に関するﾌﾟﾛｾｽ派生

・発注区分（ECｻｲﾄ発注）のﾌﾟﾛｾｽ派生

・支払方法（ﾌｧｸﾀﾘﾝｸﾞ）のﾌﾟﾛｾｽ派生

検討経緯

×返品-返品受領ﾓﾃﾞﾙ

（返品/返品受領ﾒｯｾｰｼﾞ）

９

×店別発注-総量納品ﾓﾃﾞﾙ

（出荷荷姿ﾒｯｾｰｼﾞ）

８

×預り在庫型センター納品（１／２）５

○買取在庫型センター（ＤＣ）納品４

×預り在庫型センター納品（２／２）６

通過型センター（ＴＣ）納品

（総量納品）

３

○返品７

○通過型センター（ＴＣ）納品

（店別仕分納品）

２

○店舗直接納品１

20年度

検討

検討対象として掲げた

標準業務プロセス
No
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

通過型センター（TC）納品（店別仕分納品）
小売からの発注に対して、卸・メーカーが小売の通過型センター（TC）に店別仕分をして納品する形態

小売 卸・メーカーTC

受注受注発注発注

請求ありパターン請求ありパターン

請求レスパターン請求レスパターン

店発注店発注

発注

発注（店別）

照合

入荷入荷 出荷（店別） 出荷出荷

出荷

照合

店別納品

受領確認受領確認検品・受領検品・受領 受領
（店orセンター）

受領

請求請求請求

受領

請求確認請求確認照合

支払案内支払案内 支払確認支払確認支払

仕入計上
（店orセンター）

店別ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ

・荷姿関連は別紙に記述

・訂正区分は別紙に記載
※受領訂正については

メッセージ確定後適用実施

・「ＥＣサイト発注」別紙

にて記述

・農薬区分は別紙に記載

・「ファクタリング」別紙

にて記述

・「ファクタリング」別紙

にて記述

業務ﾌﾟﾛｾｽ
抜粋

業務ﾌﾟﾛｾｽ
抜粋
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

ＥＣサイト発注プロセス
ＥＣサイトを通じて発注された発注形態。ＥＣサイト発注はお客様指定発注のため、センタ・店舗では商品の
取り置きをする必要があるとともに、卸から直接顧客へ納品を行う場合も発生。

小売 卸・メーカーTC

発注発注ＥＣｻｲﾄＥＣｻｲﾄ

入荷入荷

受注受注

出荷出荷

発注（店別）

店別納品

出荷（店別）

「ＥＣサイト発注」の
場合、商品の納期、納
品ルートがあらかじめ
決められており、卸側
は「ＥＣサイト発注」
の区分をみて品揃え業
務を判断する。

お客様

発注発注

配送業者

「ＥＣサイト発注」の
場合、店では取り置き
の措置が必要

「ＥＣサイト発注」の
場合、通常発注とは発
注単位が変わる。

ex)通常はｹｰｽ発注がEC
ｻｲﾄ発注はﾊﾞﾗもありえ
る。

業務ﾌﾟﾛｾｽ
抜粋

業務ﾌﾟﾛｾｽ
抜粋
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

農薬など、法定管理義務商材プロセス
管理義務は小売・卸共にある。マスターチェックを行う前提とするが、環境整備が短期的に難しい中小卸は
マスタを参照しデータを抜取る運用は苦しい。従って、ＥＤＩでのトランザクションベースでの保存が必要。

小売/ＴＣ/ＤＣ 卸・メーカー

発注発注 受注受注

出荷出荷検品検品

発注

出荷

業務ﾌﾟﾛｾｽ
抜粋

業務ﾌﾟﾛｾｽ
抜粋

３年間帳簿保存（第１０条）

受領受領

返品返品

受領確認受領確認

返品確認返品確認

受領

返品

３年間帳簿保存（第１０条）

水質汚濁性農薬は譲渡先別
数量の管理が必要

譲受数量
譲渡数量

譲受数量
譲渡数量

水質汚濁性農薬は譲渡先別
数量の管理が必要

小売・卸共に管理義務があるので、相互でチェックしていく事とした。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

ファクタリング（債権支払い代行）プロセス
ファクタリング会社を通じて支払いを行う形態。債権元はファクタリング会社に債権を売却し、早期資金の
回収を実施。ファクタリング会社は債権先から債権の回収を実施。

小売 卸・メーカー

請求確認請求確認 請求請求

支払確認支払確認

ファクタリング会社
が債権を回収

支払案内支払案内

請求

支払い

ファクタリング会社

ファクタリングファクタリング

ファクタリング会社
に債権を売却

業務ﾌﾟﾛｾｽ
抜粋

業務ﾌﾟﾛｾｽ
抜粋
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

２－３．コードリストに関する検討内容

検討対象となったコードリスト一覧

業務プロセスから発生した追加項目
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

ホームセンタ業界でのコードリスト運用に対する考え方のまとめ

・メッセージメンテナンス部会のコードリスト運用については大筋合意
・コードリストの業界横断として一元管理すべき
・チェンジリクエストは業界で取り纏めて提案すべき

・運用面においての想定課題
・コードリストの内容は業界に依存する事、ビジネスモデルに直結する事が多い
・メッセージ／項目追加等のチェンジリクエストフローで廻すと時間・労力が掛かる

コードリスト運用変更要望案

・変更内容
⇒業界内合意に基づき業界内運用徹底する事で、メッセージメンテナンス部会報告事項とした

い ・コードリストのメンテナンス方法
協議会メッセージメンテナンス部会に報告し都度空き番を払い出して貰い、コードリストへ反映

・運用イメージ

上記運用案をメッセージメンテナンス部会へ要望をあげ運用を見直して頂くこととした。

リリースＶｅｒ
アップ反映

コード追加申請

コード回答

他業界説明

業界内での合意と
運用徹底がポイント

他業界でも同様の場合
分離管理が必要の場合
は追加コードを使用する

【協議会事務
局】
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

（STEP１）許認可商材／法令等の整理

⇒ホームセンター業界で扱っている許認可の必要な商材を洗い出し、それぞれの法律や条令等の内容を整理する。
（許認可商材について、DIY協会／共同実証WGメンバのご協力を頂きたくお願い致します。次頁参照下さい。）

（ STEP ２）検討対象とする許認可商材／法令における判断基準の確認

⇒検討対象とすべき許認可商材について、その法律や条令の内容に対し、システムでどのようなチェックが必要
なのかという判断基準を確認する。（「在庫報告・帳簿保存義務があるものは発注データに含ませる」 など）

（ STEP ３）対象となる許認可商材の扱いの検討

⇒システム的なチェックが必要な許認可商材について、EDIシステムで管理するのか、バックエンド
システム（マスタ管理）でチェックするのか、について検討する。

（ STEP ４）EDIシステムでの管理方法の検討

⇒EDIシステムで管理する必要があると判断した場合は、運用方法やメッセージ項目の内容について検討する。

～ 他業界との情報共有について ～

・チェーンドラッグストア業界との情報共有

⇒現在、チェーンドラッグストア業界においても、許認可商材の扱いについて検討されているため、両業界で情報共有
しながら検討を進めていきたいと考えております。

１２／８
ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ共同実証

１２／９
ﾁｪｰﾝﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱWG2

１／２８
ドラッグＷＧ２

検討方針、
検討内容の説明

メールにてドラッグＷＧ２
委員と必要性の意見伺い

必要性の合意

２．メッセージ検討実施報告

１／２９
ＭＭ部会

許認可商材の検討
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

検討対象となる許認可商材と法令基準

■ 販売許認可を要する商材は他を含め非常に多い

■ 販売許認可と帳簿保存など管理義務を課している
商材は限られているが、管理すべき事項、保存期間
について定められている。

■ ホームセンター業界としては
№２ 農薬、№３ 毒劇物についての取扱い
について課題視した。

（※）法律等により、情報の保存、報告義務のあるものを管理義務と表現

※(電子)  電子保存を許可している
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業２．メッセージ検討実施報告

ＥＤＩシステムにおける許認可商材管理案

◆前提事項
販売許可＋管理義務が必要な商材
＝＞管理義務は小売・卸共にあり、中小卸はマスタを参照しデータを抜取る運用は苦しいためＥＤＩシステムでの

トランザクションベースでの保存が必要。

【農薬】 譲受数量／譲渡数量（但し、水質汚濁性農薬は譲渡先別数量）
【毒物劇物】毒物又は劇物の名称及び数量／販売又は授与の年月日／譲受人の氏名、職業及び住所
【毒薬劇薬】品名・数量・使用の目的・年月日・譲渡人の氏名・住所・職業

◆管理の必要な情報

◆流通ＢＭＳでの実現方法

上記両案をチェンジリクエストとしてメッセージメンテナンス部会に提出
他業界の合意を得て（案１：「法定管理義務商材区分」法定管理義務商材区分」追加）で決定！

（１案）
①新規項目として「*1農薬区分（仮称）」を追加。 ⇒ 「法定管理義務商材区分」に決定

対象メッセージ：発注/出荷/出荷梱包（紐あり） /出荷梱包（紐なし）/受領/返品/返品受領

②コードリストに「*2農薬区分（仮称）」を追加する。

コードリスト（案）：農薬/毒物/劇物/毒薬/劇薬/その他

⇒上記により、商材毎の販売年月日、販売先、数量等の把握が可能となる。

（２案）

①既存の「酒区分」を活用し、コードリストに上記②の内容を追加。

但し、 「酒区分」は発注/出荷/受領にしかなく、出荷梱包を利用する場合は工夫が必要。

②メジャーバージョンアップに合わせて、「酒区分」の名称を「○○○区分」に名称変更する。

⇒上記により、商材毎の販売年月日、販売先、数量等の把握が可能となるが、当面は自社システムでの工夫が必要。

*1 農薬に限定せずに汎用的な
「商品管理区分」等の名称
でも可。

*2  現在ＥＤＩデータに含まれ、
且つ、管理義務を課せられて

いる商材のコード化をしておく。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

対応確定

（No6前提）

対応確定

（No6前提）

対応確定

（No6前提）

処理種別を使った代替案。

前提として、コードリストが業界内で自由に使用

できるまでの暫定措置で且つ 処理種別の使い

方が標準から反れていなければ問題ない。

「ECサイト発注」を識別するコードを

追加

発注区分2

同上「広告発注」を識別するコードを追加

対応確定

（No6前提）

同上取引先責の訂正を、既存コードよりも詳細

に識別するコードを追加

「JAN未貼付（取引先責）」

「JAN不鮮明（取引先責）」

「JAN違い（取引先責）」

訂正区分3

同上取引先責の訂正を、既存コードよりも詳細

に識別するコードを追加

「取引先欠品（取引先責）」

「契約終了（取引先責）」

「メーカ廃番（取引先責）」

対応確定

（No6前提）

同上「ファクタリング」による支払を識別する

コードを追加

支払方法区分4

対応確定梱包番号のｎｎ桁で出荷荷姿を表現する事で対

応。

「オリコン」「カゴ車」を識別するコードを追加出荷荷姿コード1

対応案No 結 果概 要項目名称

２．メッセージ検討実施報告

２－４．コードリストに関する検討結果
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

対応確定

（運用変更の承

認）

業界団体に必要理由を報告し、認可されたも

に関しては、業界団体で空き番を払出し、コー

ドリストへ反映

コードリストの内容は業界特性である単位、
ビジネスモデルに直結する事が多い事と
メッセージ／項目追加等のチェンジリクエス
トフローで廻すと時間・労力が掛かる。

コードリスト

全般

6

対応確定

（CR承認）

Ａ案（ＥＤＩ側チェック案） を採用し、

EDI側で対応として案１（農薬区分追加案）、

案２（酒区分流用案）の両案をＭＭ部会にＣＲ

提示。

「農薬」などを識別する項目を追加して、「農

薬」「農薬以外」を識別するコードを追加

法定管理義務商材

区分の追加

5

対応案No 結 果概 要項目名称

⇒ No.5 法定管理義務商材区分、No.6 コードリスト全般について、1/29MM部会提案
し承認された為、コードリスト検討で発生していた課題は解決された。

但し、No.6のコードリスト全般については、機関、申請ルートは決定していない為、
本運用に関わる協議会の決定事項を再確認する予定。

２．メッセージ検討実施報告 投影のみ
印刷はありません
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業メッセージ検討 継続/次年度検討課題

【対応プロセスの拡大】

１ITFに対する複数JANの場合の定義については、流通BMS
ガイドラインおよびGDS側の定義も無い為、業界横断的に

検討実施。

複数JAN（GTIN）が出荷梱包（紐付け有り）メッセージ
のITF（GTIN）にどうやって結びつけたらいいか。

（小売から「ダンボール内に複数商品を陳列台と
セット」を求められている）

３

【対応メッセージの拡大】

属性について、他業界との接続を踏まえた検討を実施

項目毎の属性で、数字となっている項目について、数
量、金額以外は、属性を英数としたい。

５

【対応メッセージの拡大】

物流ラベルに関する検討実施。

梱包Noが数値タイプなのにも関わらず、文字列が含ま
れている。（物流ラベルに印字する「センターの配送エ
リア番号」で使用。

マッピング

検証

４

【対応メッセージの拡大】

受領訂正メッセージに関する検討実施

受領データの訂正時、受領データの再送が発生する。２

【対応プロセスの拡大】

在庫プロセスおよびメッセージに関する検討実施

季節商材等で預り在庫プロセス有り。業務プロセス

検証

１

検討内容継続課題分類No

■継続検討課題

２－５．次年度以降への引継ぎ課題

◆本年度の残課題は以下の通り。
次年度ホームセンタ業界における流通ＢＭＳ対応範囲の拡大に向けて順次検討
を実施するものとします。
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業メッセージ検討 継続/次年度検討課題

業界内のガイドラインとして記載すべき内容

の検討実施

業界内ガイドライン記載内容検討運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝガイドライン１０

商品マスタメッセージに関する検討実施。商品マスタメッセージマスタ系９

納品提案メッセージに関する検討実施。納品提案メッセージ情報系８

発注訂正メッセージ

集計表出荷メッセージ

集計表発注メッセージ

集計表作成データメッセージ

返品/返品受領メッセージ（返品-返品受領ﾓﾃﾞﾙ）

出荷荷姿メッセージ（店別発注-総量納品ﾓﾃﾞﾙ）

検討課題

集計表作成データメッセージに関する検討

実施。

受発注ｵﾌﾟｼｮﾝ系３

集計表発注メッセージに関する検討実施。４

発注訂正メッセージに関する検討実施。訂正系６

集計表出荷メッセージに関する検討実施。５

受領訂正メッセージに関する検討実施。２

在庫プロセスに関する検討実施。受発注系メッセージ１

検討内容区分分類No

■次年度検討課題

投影のみ
印刷はありません
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

３．共同実証評価結果
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業コメリのプロフィール

ホームセンター及びハードアンドグリーンの経営事業内容

米山事業本部 ：新潟県 新潟市 中央区

東京事業本部 ：東京都 秋葉原ＵＤＸ ７階

本社 ：新潟県 新潟市 南区事業所

９，６１１名（２００８年３月末）従業員数

代表取締役社長 最高執行責任者 捧 雄一郎

代表取締役会長 最高経営責任者 捧 賢一代表者

１８，８０２百万円資本金

１９６２年７月設立

１９５２年４月創業

地区拠点 ：８ヶ所 新潟・福島・福井・群馬・三重・岡山・岩手・福岡

投影のみ
印刷はありません
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業コメリの店舗・物流拠点

•店舗数 ９４１店舗

•物流センター ８拠点

４６都道府県に出店

新潟・福島・福井・群馬・三重・岡山・岩手・福岡

（2009年2月11日現在）

（2009年2月11日現在）

投影のみ
印刷はありません
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業コメリグループとシステム開発体制

ホームセンタ事業

物流事業 カード事業

ホームファッション事業 エンターテイメント事業 燃料事業

IT事業コメリグループの

システム開発・保守

コメリグループお取引先への

システム販売・開発・保守

投影のみ
印刷はありません
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．共同実証評価結果

３－１．共同実証テーマ

・メッセージ項目／構造の充足度
・業務プロセスの適合度
・システム導入・維持・保守に関する効果

検証テーマ

前提条件

ホームセンタ業界業態

相互接続 ２００８年１２月～２００９年１月

業務運用 ２００９年 １月～２００９年２月

期間

ebXML MS、 AS2、 JX手順プロトコル

Ｎ対Ｎ（小売対卸・メーカー） マルチベンダ環境接続形態

８メッセージver1.2 （発注・出荷伝票・出荷（紐付あり）・出荷

（紐付なし）・受領・返品・請求・支払）

メッセージ・スキーマ

６業務（発注・出荷・受領・返品・請求・支払）業務
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

共

同

実

証

小 売 卸

株式会社 コメリ

花王カスタマーマーケティング（株）

（株）パルタックKS

和気産業（株）

朝日電器（株）

■検証メッセージ

７メッセージver1.2 （発注・出荷伝票・出荷（紐付あり）・受領・返品・請求・支払）

３．共同実証評価結果

３－２．共同実証体制
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．共同実証評価結果 総評

システム性能の変化

メッセージ項目や構造の充足度

業務プロセスの変化や適合度

・
・
・

H18年度

流通流通BMSBMS

H19年度

流通流通BMSBMS

ス－パ－業界（基本メッセージの検証）

ホームセンター業界では・・・ホームセンター業界では・・・

共同実証 共同実証
導入効果
立証済み
導入効果
立証済み

H２０年度

流通流通BMSBMS

共同実証

小売個別対応プログラムの集約が期待できる

ＤＩＹ商材にも適合する事が確認できた。

Ｖ１．２メッセージ項目の過不足についても追加変更

することなく確認できた。

・・・

ホームセンター業界
での適合確認

H18、19年度のスーパー業界で実証した効果について、ホームセンター業界においても享受でき、

尚且つホームセンター業界の業務プロセスとの適合を実証できた

ホームセンター業界では流通ＢＭＳの普及・拡大に努める！ホームセンター業界では流通ＢＭＳの普及・拡大に努める！

＋

投影のみ
印刷はありません
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

スーパー業界同様ＳＣＭ全体最適化が可能スーパー業界同様ＳＣＭ全体最適化が可能

ホームセンター業界で流通ＢＭＳは使える！！ホームセンター業界で流通ＢＭＳは使える！！

業務プロセスの変化や適合度業務プロセスの変化や適合度

業務面での変化による変動業務面での変化による変動

システム性能の変化システム性能の変化

メッセージ項目や構造の充足度メッセージ項目や構造の充足度

ガイドラインとツールガイドラインとツール

マッピング作業マッピング作業

３．共同実証評価結果 総評

小売企業個別対応プログラムの集約が期待できる！小売企業個別対応プログラムの集約が期待できる！

業務面（出荷業務や売掛業務など）でも コスト軽減が図れることを確認！業務面（出荷業務や売掛業務など）でも コスト軽減が図れることを確認！

通信時間を含めたＥＤＩの所要時間（ｽﾙｰﾌﾟｯﾄ）が 平均９７％削減確認！通信時間を含めたＥＤＩの所要時間（ｽﾙｰﾌﾟｯﾄ）が 平均９７％削減確認！

Ｖ１．２メッセージ項目の過不足が無かった事を実装ベースで確認！Ｖ１．２メッセージ項目の過不足が無かった事を実装ベースで確認！

導入ガイドライン・流通BMS協定シート等は、追加変更すること無く確認！導入ガイドライン・流通BMS協定シート等は、追加変更すること無く確認！

マッピング作業についても個別対応すること無く確認！マッピング作業についても個別対応すること無く確認！

投影のみ
印刷はありません
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

■メッセージ項目や構造の充足度

●必須項目、任意項目の区分、コードリストの体系について

・コードリストの体系・必須/任意項目の区分 ・GTIN/GLNを標準コードとして使用

内容は十分

100% 内容は十分

80%

不十分

20%
使用

60%

不使用

40%

・出荷荷姿コード、訂正区分、発注区分、支払方法区分について、定められたコードの意味/用途と
実業務とに差異があった為、相対間での読替えが発生。

３．共同実証評価結果

３－４．共同実証評価結果

Ｖ１．２ の基本項目に過不足無しという事が確認された。
メッセージ検討では、一部のコードリストに関し業界独自部分がありＶ１．２では不足しているという結果となった。

投影のみ
印刷はありません
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．共同実証評価結果

３－４．共同実証評価結果

■業務プロセスの変化や適合度

●流通BMSを導入する事での次工程への効果

・次工程への効果と個別プログラムについて

但し、今年度検討対象外とした以下の項目に
ついて、業務上の変化は発生しなかった。
①手書き伝票のデータ交換
②ラベル対応の変換プログラム作成

◇発注工程への効果
・発注ﾃﾞｰﾀ伝送時間短縮により、出荷人員体制や
作業ｽｹｼﾞｭｰﾙが立てやすくなった。

◇出荷工程への効果
・発注ﾒｯｾｰｼﾞの伝送時間短縮により、物流現場での
出荷業務へ時間的余裕が出来る。
・送信締め時間ぎりぎりでも、送信時間が数分の為
余裕ができた。

◇個別プログラムの削減効果
・今年度検証した基本項目について、小売毎の個別
プログラムが減少する事が確認された。

流通ＢＭＳを適用した場合は、
小売個別対応プログラムの集約が期待できる。

※個別プログラムの補足

投影のみ
印刷はありません
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業３．共同実証評価結果

３－４．共同実証評価結果

■システム性能の変化

●データ量（メッセージサイズ）、通信時間の変化
・データ量（従来との比

較）

発注

受領

約6.6倍

約6.7倍

従来

流通BMS
約98.9%削減

従来

流通BMS

約98.4%削減

％100 500 1000 100 ％5010

●従来とのＥＤＩ所要時間比較

・通信時間（従来との比較）

約16.1倍出荷
約99.6%削減

請求

発注

受領

出荷

請求約7.3倍 約97.7%削減

流通ＢＭＳを導入する事で通信時間を含めたＥＤＩの
所要時間は、従来と比べ９７％改善されることが確認された。

通信時間で
平均９８％減

従来通信時間（平均）÷
１８５０秒

BMS通信時間（平均） 変換処理時間（平均）＋（

（

２９秒 ３３秒

所要時間
平均９７％減

投影のみ
印刷はありません
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

４．ホームセンター業界標準化検討の総括
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業４．ホームセンター業界標準化検討の総括

４－１．サマリ

◆現状のガイドラインを利用すること
で、ホームセンター業界でも
流通ＢＭＳの導入/運用が可能。

◆荷姿コードを梱包NO内のNN桁で
表現する運用方法については、
事例としてホームセンター業界の
運用ガイドラインに記載。

◆６業務８メッセージを検討範囲として
流通ＢＭＳと現行業務プロセスとで
検討を実施し、概ね問題点は発生し
なかった。
但し、一部のメッセージついては、
業界特有の業務運用※によりコード
追加が必要であるとの結論

※現行の業務プロセスからした派生
したＥＣサイト発注や支払方法等
で各種区分（コード）が不足していた
が、項目の使用方法や条件付運用
にて現行業務を担保。

◆今回は主要５プロセス（店舗直納、
ＴＣ店別、ＴＣ総量、ＤＣ、返品）に関して
詳細検討を実施し、問題点はチェンジ
リクエストをあげ承認された。

◆梱包の荷姿によって物流センタ（TC）の
作業人員計画を起てるプロセスが存在
し、メッセージ項目の使い方によって
現行業務を担保

業務プロセスの適合目 的目 的 コードリストの適合 ガイドラインの妥当性

結 果結 果

メッセージ検討と共同実証の両面で適用検討～実装作業
を行い流通ＢＭＳの普及拡大へ大きな確信を得られた。

【総評】
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

ホームセンタ業界においても流通ＢＭＳのプロセス・メッセージ
で業務が担保できる事が実証された。

●メッセージ項目の充足度と業務プロセス適合度

・今回は主要５プロセス（店舗直納、ＴＣ店別、ＴＣ総量、ＤＣ、返品）に関して詳細検討を実施したが、
概ね問題点は発生しなかった。
課題事項が発生した点については、「法定管理義務商材区分」を項目追加のチェンジリクエストを
メッセージメンテナンス部会にあげ承認された。その他の課題は対策案を検討・実施することにより
現行流通ＢＭＳバージョンでの運用が可能である事を確認した。

・出荷梱包メッセージの取扱いで、梱包の荷姿によって物流センタ（TC）の作業人員計画を立てる
プロセスが存在し、梱包メッセージにも荷姿を表すコードが必要と判断されたが、現流通BMS
バージョン（V1.2）の項目（梱包No）を使用し、現行業務を担保する事ができた。

●メッセージの有効性、業務改善効果

・ホームセンタ取扱商材において、共同実証を通してメッセージの有効性が実証された。
・業務プロセスごとの送受信時間短縮により、物流業務などの作業効率化が図れる。

４．ホームセンター業界標準化検討の総括

４－２．業務プロセスの適合
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

●コードリストの充足度と適合度

・ ６業務８メッセージ（発注、出荷、受領、返品、請求、支払）を検討範囲として、流通ＢＭＳと現行業務
プロセスとで検討を実施し、概ね問題点は発生しなかった。
但し、一部のメッセージにおけるコードリストについては、ホームセンター業界特有の業務運用
によりコード追加が必要であるとの結論に至った。

ホームセンタ業界としては、コードリストは業界特色が出る可能性が高い事から、業界内合意に基
づき業界内運用徹底する事で、メッセージメンテナンス部会報告事項とするようメッセージメンテ
ナンスの運用ルールを見直す提案を行った。

※現行の業務プロセスからした派生したＥＣサイト発注やファクタリングによる支払い等で、各種区分
（コード）が不足していたが、現流通BMSバージョン（V1.2）のコードリストや「処理種別」を活用する
方法とホームセンタ業界から提示されるチェンジリクエストが執行されるまでの間、一部のコード
読替えをする事で現行業務を担保する事ができた。

コードリストについても現行バージョンの流通ＢＭＳで
基本業務は、担保可能。

４．ホームセンター業界標準化検討の総括

４－３．コードリストの適合

※
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

●運用ガイドラインの妥当性

・運用ガイドラインに対し、変更要求はなく問題ないことが実証された。
・荷姿コードを梱包NO内のNN桁で表現する運用方法については、業界内の事例として
ホームセンター業界の運用ガイドラインに記載し、業界内で認識する。

●導入ガイドラインの妥当性

・導入ガイドラインに対し、変更要求はなく問題ないことが実証された。

●テクニカルガイドラインの妥当性

・テクニカルガイドラインに対し、変更要求はなく問題ないことが実証された。

現状のガイドラインを利用することで、ホームセンター業界でも
流通ＢＭＳの導入・運用が可能。

運用ガイドライン、導入ガイドライン、テクニカルガイドラインについて
妥当性を検証。

４．ホームセンター業界標準化検討の総括

４－４．流通ＢＭＳツール類の妥当性
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経済産業省 平成２０年度
流通システム標準化事業

２００９年２月

ホームセンター業界における流通システム標準化

委員会／共同実証ＷＧ

平成２０年度 流通システム標準化事業
ホームセンター業界における流通システム標準化

本年度検討内容について

ご清聴ありがとうございました


